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1.  目的 

平成 15 年経済産業省告示第 249 号（以下、「告示」という。）第１条第１項第 5 号に定める

訓練を保安管理業務訓練（以下、「訓練」という。）といい、この訓練を適正に実施及び管理・運用

するための必要な事項を定めるものです。 

2.  計画 

訓練は毎年１回以上実施する（災害その他やむを得ない場合を除く。）こととし、計画は事前に経

済産業省の確認を受けます。 

3.  公募 

（１）経済産業省が実施機関名や開催時期等を公表後、原則として当協会ホームページにて受

講者を公募します。 

（２）公募期間は原則、開催日の2ヶ月前から3週間以上とします。なお、受講受付は先着順とし、

受講希望者が受講定員に達した場合はその時点で受付を終了します。受講申込者の所属等

によって受講の許諾を判断することなく公正に取扱います。 

（３）受講資格は電気主任技術者免状の交付を受けていること及び保安管理業務講習の受講を

完了していること（第一種電気主任技術者免状の交付を受けている者を除く。）とします。なお、

申込完了後に「電気主任技術者免状」写し及び「保安管理業務講習修了証」写しの提出

（別途メールにてご案内）により確認します。 

（４）受講希望者は本書内容に同意の上、当協会ホームページの申込みフォームから必要事項を

入力のうえ申込みを行うものとします。 

4.  受講料 

（１）次に定める受講料を申し受けます。 

     受講料 421,000 円（税込 463,100 円） 

（２）受講希望者は、訓練開始前月 25 日までに受講料を支払うものとします。支払方法について

は別途メールにてご案内します。なお、振込手数料は受講希望者の負担とします。 

（３）領収証は発行しません。 

5. 訓練内容 

（１）訓練は当協会人財開発センターでの対面訓練（10 日間 75 時間）とします。 

（２）訓練内容は以下のとおりとし、科目ごとに理解度確認を実施します。 

 



科目 範囲 時間 

竣 工 検 査

等 

一 設計図面と設備等の照合 

二 工事期間中の点検（外観点検、ケーブル端末処理確認及びヒュー

ズ容量確認等） 

三 竣工検査（外観点検、絶縁耐力試験、指示計器校正試験及び

設備台帳作成等） 

四 受電作業 

五 設置者への報告 

15 時間 

月次点検 一 設置者への問診 

二 引込設備、受変電設備、電線路、負荷設備、発電設備及び蓄電

池設備の点検（外観点検、温度測定、電圧及び電流測定、漏

洩電流測定並びに非常用予備発電装置の始動試験等） 

三 設置者への報告 

5 時間 

年次点検 一 点検前準備（操作手順書の作成、打ち合わせ並びに安全用具及

び測定器の確認等） 

二 設置者への問診 

三 停電及び復電作業（開放及び投入作業並びに接地取付及び取り

外し等） 

四 引込設備、受変電設備、電線路、負荷設備、発電設備及び蓄電

池設備の点検（掃除、外観点検、接地抵抗及び絶縁抵抗測

定、保護継電器・連動試験、非常用予備発電装置の自動起動

及び停止試験並びに蓄電池設備の電圧、比重及び液温測定

等） 

五 設置者への報告 

35 時間 

事故応動 一 設置者への問診 

二 低圧事故対応（絶縁監視装置発報時の初動、低圧回路での漏

電探査及び復旧作業等） 

三 高圧事故対応（ヒューズ溶断時及び保護継電器動作時の初動、

高圧回路での漏電探査並びに復旧作業等） 

四 危険体験（危険体感設備での危険体験又は事故動画の視聴

等） 

五 設置者への報告 

10 時間 

太 陽 電 池

発電設備の

点検 

一 太陽電池モジュール及び支持物の点検 

二 使用前自己確認の方法 

5 時間 



座学 一 電気基礎（計算訓練等） 

二 事故応動（事故事例の学習及び電気事故報告の方法等） 

三 太陽電池発電設備の点検（支持物の構造等） 

四 作業安全 

五 新技術及びサイバーセキュリティ 

5 時間 

 

6. テキスト 

（１）基本テキストは「自家用電気工作物保安管理規程 JEAC 8021-2023」（一般社団法

人日本電気協会発行）とします。 

（２）「自家用電気工作物保安管理規程 JEAC 8021-2023」は受講者が訓練時に持参してく

ださい。準備が困難な方は当日貸し出し（返却要）いたします。他に使用する資料等は訓練

当日に配布します。 

7. 講師 

科目の講師は、電気主任技術者免状の交付を受けている者であって、事業用電気工作物の工事、

維持又は運用に関する保安の監督に係る業務に従事した期間（主任技術者免状の交付を受けた

日前における期間については、その二分の一に相当する期間）が、告示第１条第１項第１号から第

5 号のいずれかに該当する者を選任します。 

なお、補助者は、電気主任技術者免状の交付を受けている者を選任します。 

8. 受講者の本人確認 

訓練当日に受講者本人であることを写真付の公的書類(マイナンバーカード、運転免許証 、電気

工事士免状等)にて確認しますので持参ください。 

9. 中止・キャンセル 

（１）感染症のまん延や災害等により訓練の開催が著しく困難と当協会が判断した場合には訓練

を中止し、後日振替訓練を行います。なお、受講日の振替ができない場合は受講料を返金いた

します。ただし、当協会の設定した振替訓練日に受講者都合により受講できない場合は返金い

たしません。 

（２）受講者が疾病等のやむを得ない事情により訓練の一部を欠席した場合は、次回訓練開催時

に限り、欠席日のカリキュラムを受講することができることとします。 

（３）受講者都合によるキャンセルは、受講日（訓練開始日）の５営業日前までに申し出があっ

た場合は返金いたします。訓練開始日の 4 営業日前以降のキャンセルは返金いたしません。 

（４）返金にかかる振込手数料は差し引かせていただきます。 

10. 遅刻・中座・早退の取扱い 

実習（対面）日に、やむを得ない事由により 10 分以上の遅刻または中座があった場合、1 時間ま

でに限り補講を行います。ただし、1 時間以上の遅刻または中座および 10 分以上の早退については欠



席者として取扱います。 

11. 受講修了証の発行 

（１）訓練を全て又は一部修了した受講者に、「保安管理業務訓練修了証」を発行します。 

（２）修了証は再発行しませんので大切に保管ください。 

12. 実施報告 

訓練の終了後、「保安管理業務訓練の実施結果報告書」及び「保安管理業務訓練修了者名簿」

を、経済産業省に提出します。 

13. 受講者の管理 

訓練の全て又は一部修了した受講者情報を、「保安管理業務訓練受講者管理簿」に記録し、5

年間保存します。 

14. 個人情報の取扱い 

訓練に係る個人情報は、訓練及び経済産業省への報告以外の用途に使用しません。 

15. その他注意事項 

（１）講習会場での撮影、録画、録音等は固く禁じます。 

（２）当協会施設内で当訓練に関係のない場所への立ち入りを固く禁じます。 

（３）協会施設内では協会職員の指示に従った行動をお願いします。 

（４）保安管理業務訓練に起因する受講者の損害について、協会の故意又は過失による場合をの 

ぞいて、協会はその責任を負いません。 

（５）訓練で使用する教材（テキスト、レジュメ、その他訓練にあたって配布された一切の資料）につ

いて、受講者本人の訓練の目的外での使用又は複製を禁止します。 

（６）受講者用の駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

以上 

 


